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令和7年1 月10日 (金)

高齢化等による担い手不足が深刻化する中、我が国の農業の成長産業化に向け、ロボット技術やAI、IoT等の先端

技術を活用したスマート農業の実現により、生産性向上や労働力不足の解消を図る必要があります。スマート農業技術

の開発・実証に当たっては産学連携が有効な手段の一つです。

農林水産省は｢スマート農業実証プロジェクト｣等を通じて技術開発、技術実証、社会実装を推進してきています。

令和6年度には｢農業の生産性の向上のためのスマート農業技術の活用の促進に関する法律(スマート農業技術活用

促進法)｣が成立し、スマート農業技術に適した生産方式への転換、その現場導入の加速化と開発速度の引き上げが

図られようとしています。

本セミナーでは、スマート農業実証事業の成果とその普及に向けた取組や、産学連携によりスマート農業を推進

している事例等を紹介し、スマート農業の更なる進展に向けた意見交換を行います。

参加費は無料です。多数の皆様のご参加をお待ちしております。

プログラム

【挨拶】                                                                                                                                          14:00～14:05

   (公社)農林水産･食品産業技術振興協会(JATAFF) 産学連携事業部長 佐藤 龍太郎

【基調講演】

 「スマート農業実証事業の成果とその普及に向けた取り組み」  14:05～14:45

  住田 弘一 氏 （農研機構本部 みどり戦略・スマート農業推進室 顧問）

【事例紹介】

 １)「群飼育哺育牛の健全な発育と管理省力化を両立させる体調不良個体 14:45～15:10

  AI検出システムの開発」
上田 宏一郎 氏 （北海道大学大学院農学研究院 教授）

 ２)「ドローンセンシングデータの広域シェアリングを中心とした                                                                                                                             15:10～15:35

大麦・大豆生産における新たな農業支援サービスの実証」
植松 繁 氏 （石川県農林総合研究センター 農業試験場 中央普及支援センター 主任技師）

< 休 憩 >

 ３)「果樹栽培の省力・高品質安定生産を可能にするスマート栽培管理                                                                                                                     15:45～16:10

システムの開発」
永井 伸一 氏 （岡山県農林水産総合センター 普及連携部長）

 ４)「棚田・小水田の除草労働を省力化する球体ロボットの開発」                16:10～16:35

松添 直隆 氏 （熊本県立大学 環境共生学部 教授）

【質疑応答・意見交換】                      16:35～17:00

14：00 ～ 17：00

主 催

(公社)農林水産･食品産業技術振興協会の産学連携支援サイトをご参照ください。

https://agri-renkei.jp/2024/12/16/6742/
申込方法

申込締切 令和7年1月9日 (木) 正午

(公社)農林水産･食品産業技術振興協会(JATAFF)

農林水産省 ｢知｣の集積による産学連携支援事業 セミナー

Zoom Webinarによる

オンライン開催 

参  加  費 無 料

[事務局]  (公社)農林水産・食品産業技術振興協会(JATAFF) 産学連携事業部 川畑･酒井･佐藤
 〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-2-1 日土地内幸町ビル2階

TEL：03-3509-1161 FAX：03-3509-1165 E-mail：renkei-seminar@jataff.or.jp
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